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◎「味
あ じ う の い け

生池の龍
りゅう

　出
しゅつげん

現！」
池
いけのうえ

上小学校の校
こうしゃへきめん

舎壁面に青龍・赤龍の模
も  け い

型
　熊本市立池上小学校と校区まちづくり委員会等が主体となって
取り組んでいた「池上小ドリームプロジェクト2014 IN 池上」事
業の巨大な龍の模型２体が完成し、万

まん

日
にち

山
やま

トンネルに向いた校舎
壁面に取り付けられました。
　今から1100年前の平

へい

安
あん

時代、池
ち

辺
へん

寺
じ

の仙
せんかいおしょう

海和尚と不
ふどうみょうおう

動明王の
法力によって味生池の龍は清い心を取り戻し、独

ど っ こ さ ん

鈷山から天にの
ぼったと伝えられています。龍が言うには「私はこの池上村の女
だったが、ねたみが強くて龍になってしまった」そうで、悪い心
を取り除いてくれたお礼に「雨を降らせる秘法」を授けました。
以来、池辺寺は雨

あま

乞
ご

いの寺として有名で、細
ほそ

川
かわ

藩
はん

の記録にも残っ
ています。今でも稲が豊かに実るのは、龍のおかげかもしれません。
　仏

ぶっ

教
きょう

や寺に関わる時には「龍」ですが、民衆や日常においては
「大

だい

蛇
じゃ

」として扱われていたようで、地名や昔話には大蛇として
登場します。池上には「味生池に住む夫婦の大蛇の話」も伝わっ
ています。

◎「平
へい　あん

安時代の池上町を復元！」
　校区まちづくり委員会等が主体となって、池上小学校そばの空き
地に1/500のスケールで池上町周辺の地形を復元しました。池辺寺
が栄えた平安時代頃の味生池や有明海の範囲、池辺寺や高橋東神社
など各施設の位置、山々の形や大きさを地形から理解することがで

きます。鳥になった気分で眺め
てみてください。

池上小学校の赤龍・青龍

金子塔地区Ⅵ区の発掘調査

池の上遺跡の発掘調査

◎発
は っ く つ ち ょ う さ

掘調査の成果
百
ひゃく

塚
つか

地区Ｃ地点　本
ほん

堂
どう

建物基
き

壇
だん

断面の確認調査を行い、構
こう

築
ちく

方法の確認を
行いました。

池の上遺跡　旧石崎八幡宮の境内と思われる宅地で、確認調査を行いました。
池辺寺への参道は見つかりませんでしたが、古代・中世の柱穴
や、たくさんの土器・陶磁器などが出土しました。

金
かなごのとう

子塔地区　金子塔から100ｍ強離れた斜面で、大きな石積みが見つかって
います。百塚地区と同様に、古代池辺寺に関連する施設と思わ
れます。

景観復元模型



溝の底に埋めてあった土器 60枚 底に書かれた「 」

◎出土品の紹介⑤ 　墨
ぼ く

書
し ょ

土
ど

器
き

　古代以降の土器には稀
まれ

に文字を書いたものがあり、池辺寺からも
出土しています。百塚地区の溝の底に穴が掘ってあり、60枚の皿が
埋めてありました。そのうち十数枚に「 」と筆書きで記されてい
ました。文字は「友」ですが、しめすへんを省略した「祓」の意味
で、何かの儀式に用いたものと思われます。たいへん達筆ですので、
位の高い僧が書いたのでしょう。

◎平成26年の活動成果
　〇展　　示
　　金峰山少年自然の家にて池辺寺跡出土土器・瓦を展示中
　　熊本市埋蔵文化財資料室にて土器・瓦・石製品などを展示中
　　熊本市遺跡発掘速報展2013巡回展（１月７日～３月16日）
　〇講演など
　　遺跡発掘速報展特別講演
　　　「発掘速報展、くまもとの今・昔！」（２月８日）
　　池上校区第１町内「戸坂の歴史と文化財」（３月９日）
　　池上小学校ドリームプロジェクト講話「なぜ龍なのか」（９月３日）
　　池辺寺観音祭講話「池辺寺を建てたのは誰か」（９月10日）
　　埋蔵文化財資料室定期講座「熊本市の史跡　池辺寺跡」（10月12日）
　　くまもと県民カレッジ
　　　「人物が語るくまもとのあゆみ　道君首名」（10月15日）
　〇見学会・ウォーキング
　　熊本県市町村文化財担当者連絡協議会研修会（２月14日）
　　熊本市歴史ウォーク「池辺寺」（10月26日）
　　池辺寺関連遺跡調査成果一般見学会（11月３日）
　　城西校区まちづくり委員会見学会（11月23日）
　〇地域行事：池上小学校「味生祭」（２月９日）
　〇学校授業：池上小学校６学年「遺跡体験授業」（５月９日）

遺跡発掘速報展 2013

歴史ウォーク（百塚地区整備工事見学）

池上小学校での遺跡体験授業

金子観音像（池辺寺跡財宝管理委員会所蔵）

池辺寺縁起絵巻の一場面（池辺寺跡財宝管理委員会所蔵）

◎宝
ほ う も つ

物の紹介⑤ 　金
か な

子
こ

観
か ん

音
の ん

…市指定文化財
　池辺寺に伝わる、高さ６㎝弱の小さな観音像です。縁

えん

起
ぎ

による
と「むかし妙観山の観音様に願

がん

掛
か

けをした金子という女性が、百
塚にて観音像を拾い、そのご利益で国

こく

司
し

の妻となり、堂を建てて
観音像を祀った。その後、堂は火事で焼けたが、観音像は空より
舞い降りて来た」と伝えられています。その話は石塔「金子塔」
にも記されています。



熊
本
市
立
池
上
小
学
校
３
年
生
児
童
（
平
成
26
年
度
）
の

作
品
で
す
。

「
味
生
池
と
龍
」
伝
説
を
描
い
て
い
ま
す
。



お問い合わせ

熊本市役所文化振興課
埋蔵文化財調査室

096-328-2740
メール

maizoubunkazai@city.kumamoto.lg.jp

電　話

◎百塚地区の保存整備工事
　平成24年から始まりました史跡池辺寺跡短期
整備工事は、４年計画の３年目を迎えています。
平成26年は、西平山公園の設備、崖盛土と展望
施設、本堂建物基礎の復元展示、模型製作などを
行いました。
　工事期間中は立ち入りできない箇所もあり、見
学には不便な状態ですが、28年３月の完成をご
期待ください。

◎西環状道路建設地の発掘調査
　「西環状道路」の遺跡発掘調査では、
馬
ば

場
ば

上
どん

地区から見つかった「地
ち

下
か

式
しき

坑
こう

」
が注目され、見学会も大盛況でした。馬
場上・来

らいごういん

迎院地区は中世・近世の池辺寺
に関連した区域で、小規模な寺・堂が
いくつもあったようです。その奥から
地下式坑は見つかりました。修

しゅぎょうそう

行僧の
葬
そ う そ う し せ つ

送施設ではないかと考えられています。

金子塔のレプリカ作成作業

建物跡石積みの復元展示

展望広場（工事途中）

西平山公園のトイレ

西平山公園のガイダンス施設

展望広場への階段

竪穴遺構の調査

地下式坑の調査

本堂建物跡の復元展示工事

土器の出土状況

地下式坑の調査


